
 

重点品目               たまねぎ  

～加工・業務用向けの産地育成～ 
 

 

１ 県内の主な産地（Ｒ４年度 県農産課調べ） 

笠岡市（39ha）、岡山市（28ha）、高梁市（８ha） 

 

 

 

２ 生産状況（農林水産統計） 

区 分 H30 R元 R２ R３ R４ R４/H30  

栽培面積(ha) 175 158 130 130 148 84.6％ 

生産量(t) 5,430 6,480 6,340 4,620 4,510 83.1％ 

産出額(億円) 4 4 5 4 ― ―％ 

 

 

 

３ 特長 

・県南部を中心に県内各地に産地が広がっている。 

・土地利用型野菜として、機械化体系が確立されている。 

・加工・業務用野菜として、企業参入や集落営農等の多様な経営体による作付け拡

大が進んでいる。 

 

 

〈振興方針〉 

・担い手の確保・育成による産地の 

維持・拡大 

・企業参入や集落営農による水田を 

活用した加工・業務用栽培の拡大 

・機械化体系の導入と水田転換畑で 

の栽培推進 

・排水対策の徹底と安定生産技術の 

確立 


